
資料２－３
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■ 北部域 延長約90km

■ 南部域 延長約100km

優れた景観を持つ変化に富んだ岩礁海岸
とその間に点在する砂浜海岸。

１級河川の利根川，那珂川に挟まれた
単調で長大な砂浜が続く海岸。

北部域の海岸（日立市） 南部域の海岸（鹿嶋市）

.

大洗町

神栖市

北茨城市

日立市

水戸市

ひたちなか市

東海村

鉾田市

鹿嶋市

高萩市

海
岸
線
総
延
長

約 190km

約 90km

約 100km

那珂川

利根川

茨城港

大洗港区

波崎漁港

鹿島港

茨城港

常陸那珂港 区

茨城港

日立港区

大津漁港

北
部
域

南
部
域
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p.2

１）地域海岸ごとに津波高さ（既往津波・想定津波）を整理

２）横軸を津波の発生年、縦軸を海岸線における津波高さとしたグラフを作成し、最
大クラスの津波となる可能性のある津波の集合（対象津波群）の中から、津波高
さが最も大きくなると考えられるものを最大クラスの津波として選定（下図参照）
３） この津波を対象に、津波浸水シミュレーションを実施し、浸水域及び浸水深を算定

（「津波浸水想定の設定の手引き」（国土交通省水管理・国土保全局海岸室ほか、平成２４年２月）より）

図 最大クラスの津波を選定するためのグラフ

対象津波群の中から最大クラスの津波を選定
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1960年、2010年

チリ地震

1972年八丈島東方沖地震

1994年三陸はるか沖地震

1952年十勝沖地震

1969年、1994年

北海道東方沖地震

1933年昭和三陸地震

1896年明治三陸地震

1677年延宝房総沖地震

1923年大正関東地震

1703年元禄地震

1978年、1981年

宮城県沖地震

2011年東北地方太平
洋沖地震(Mw 9.0)

1938年福島県東方沖地震

近隣県に既往記録・痕跡がある地震

茨城県に既往記録・痕跡がある地震

869年貞観地震

発生年 津波の要因となった地震名 M
799 ―

※１ ―
869 貞観地震

※２ 8.2
1420 ―

※３ ―
1677 延宝房総沖地震 8.0
1703 元禄地震 7.9～8.2
1896 明治三陸地震 8.5
1923 大正関東地震 7.9
1933 昭和三陸地震 8.1
1938 福島県東方沖地震 7.5
1952 十勝沖地震 8.2
1960 チリ地震 9.5
1969 北海道東方沖地震 7.8
1972 八丈島東方沖地震 7.2
1978 宮城県沖の地震 7.4
1981 宮城県沖の地震 7.0
1982 茨城県沖地震 7.0
1994 北海道東方沖地震 8.1
1994 三陸はるか沖地震 7.5
2010 チリ地震 8.8
2011 東北地方太平洋沖地震 9.0 1982年茨城県沖地震

※1：「日本被害地震総覧」によると鹿島・那珂・久慈・多加の４郡
（北茨城市から神栖市までの茨城沿岸）で津波記録あり。
震源地不明。
※2：貞観地震・元禄地震・明治三陸地震は、茨城県では津波の
痕跡が発見されていないが近隣県に痕跡がある大地震。

※3：「日本被害地震総覧」によると河原子（日立市）で津波
記録あり。震源地不明

出典：日本被害津波総覧［第2版］
津波痕跡データベース（東北大学災害科学国際研究所及び原子力安全機構）
日本被害地震総覧[416-1995]

か わ ら ご
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「主な海溝型地震の評価結果」（地震調査研究推進本部）より引用

三陸沖から房総沖の海溝寄り
津波地震Ｍｔ８．６～９．０前後

○ 「三陸沖から房総沖にかけての地震活動の

長期評価 （第二版）について」

（平成２３年１１月２５日地震調査研究推進本部）

１６７７年延宝房総沖地震の規模（Ｍ８．
０）を上回る規模の新たな想定津波の検討
が必要
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【参考】三陸沖から房総沖の海溝寄りの既往地震について

発生年 地震名 震源域 震源長 震源幅 M Mt Mw

1611 慶長地震 三陸沖 245km 50km 8.1 8.4

1677 延宝房総沖地震 房総沖 280km 100km 8.0 8.0

1896 明治三陸地震 三陸沖 210km 50km 8.5 8.6～9.0

2011 東北地方太平洋沖地震
岩手県沖～

茨城県沖
400km 200km 9.1～9.4 9.0

１６７７年延宝房総沖地震の断層モデ

ル（平成１９年に再現性を確認済み）を、

Ｍｔ８．８（８．６～９．０の中間値）になる

ように、すべり量を約１．５倍し、今回想

定する津波の断層モデルとして採用

１．規模（津波マグニチュード）

Ｍｔ ８．６～９．０前後

理由：「三陸沖から房総沖にかけての地震活動の長期評価」の
規模を設定

２．位置（波源域）

１６７７年延宝房総沖地震

理由：平成１９年に、茨城県において、同地震津波の痕跡資料
や現地調査結果等から、再現性を確認した断層モデルと
同じ波源域を設定
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対象津波 東北地方太平洋沖地震津波 Ｈ２３想定津波

マグニチュード Mw ＝ 9.0 Mw ＝ 8.4 （Mt ＝ 8.8）

使用モデル 内閣府モデル（Ｈ２４） 茨城県モデル（Ｈ２３）

波源域

初期水位

変動量の分布
（＝海底地盤変位

量の鉛直成分）

p.2

[m]

-5.0

-4.0

-3.0

-2.0

-1.0

0.0

1.0

2.0

3.0
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8.0

9.0
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[m]
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-3.0
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2.0

3.0

4.0

5.0
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7.0

8.0

9.0

10.0

11.0

12.0
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耐震性や液状化に対する技術的評価
結果がある場合

【パターン１】「耐震性が十分・沈下無し」との評価結果

・ 各種施設の沈下なし

【パターン２】「耐震性が十分・沈下無し」以外の評価結果

・ 評価結果による沈下量を考慮

耐震性や液状化に対する技術的評価
結果がない場合

【パターン２】土構造物（海岸堤防、河川堤防等）の場合

・ 堤防等の比高を７５％沈下（２５％の比高が残る）

【パターン３】コンクリート構造物（護岸、防波堤等）の場合

・ 倒壊（比高ゼロ）

【パターン１】
・沈下なし

【パターン３】
・地震と同時に倒壊（比高ゼロ）

【パターン２】
・沈下量を考慮した天端高

レベル２地震動について

液状化危険性調査

堤防の耐震性調査

あり

なし

「耐震性十分・沈下無し」以外耐震性の評価
液状化沈下量の評価

「耐震性十分・沈下無し」

評価結果による沈下量

既往地震に基づく沈下量（７５％沈下）

沈下量

コンクリート構造物か
土構造物か

土構造物
（海岸堤防、河川堤防、防潮堤など）

コンクリート構造物
（護岸・防波堤・水門・樋門・樋管・陸閘など）

※

※ 堤防・護岸等施設の耐震性や液状化の
評価は、「海岸保全施設の技術上の基
準・同解説」等に基づき、レベル１、レベル
２の２段階の地震動を対象として実施して
おり、一定の悪条件となることを前提にレ
ベル２地震動を評価に用いた。

• 潮位については、「朔望平均満潮位」を設定（ T.P.+0.70m ）

• 津波の越流については、越流と同時に各種施設とも「破壊」（比高ゼロ）

• 地震動については、下表及びフローのとおり、各種施設の技術的評価結果に基づき判定
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■基本事項
○浸水域
海岸線から陸域に津波が遡上した
外縁までの範囲

○浸水深
陸上の各地点で水面が最も高い位置
にきたときの地面から水面までの高さ

■参考事項
○津波の水位
海岸線から沖合約30m地点における、
最も高い津波の高さを標高で表示

○最大遡上高
各地点で津波が遡上する最大の高さ
を標高で表示

○影響開始時間
津波が沿岸に到達し、初期水位から
±20cm（海辺にいる人々の人命に影
響が出る恐れのある水位変化）の変
化が生じるまでの時間

地震発生からの経過時間（分）

図 津波水位変動（海岸線から沖合約30m）

地
震
発
生

水
位
m

4

3

2

1

0

-1

-2

0 30 60 90 120 150

初期水位-20cm

初期水位+20cm

影響開始時間 津波による水位変動

東京湾平均海面（T.P.）

津波の水位
（ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ結果）

約30m

浸水深

海岸線

遡上高

浸水域（浸水深ごとに着色）

図 津波の水位と最大遡上高と浸水深
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■ 基本事項
○ 浸水域、浸水深 ： 茨城県津波浸水想定図のとおり

■ 参考事項
○ 津波の水位、最大遡上高、影響開始時間

地域海岸名 津波の水位（T.P.ｍ） 最大遡上高（T.P.ｍ） 影響開始時間（分）

地域海岸１ 4.6 ～ 11.5（11.1） 15.7（13.0） 25
地域海岸２ 5.4 ～ 14.8（10.7） 16.0（12.6） 25
地域海岸３ 6.3 ～ 8.2 9.8 26
地域海岸４ 5.9 ～ 8.7（ 8.0） 12.0（9.8） 25
地域海岸５ 5.9 ～ 8.6（ 8.2） 10.3（9.6） 24
地域海岸６ 6.3 ～ 9.7 12.0 24
地域海岸７ 6.7 ～ 11.6 13.3（13.2） 24
地域海岸８ 7.0 ～ 12.8（11.1） 14.6（13.6） 26
地域海岸９ 5.0 ～ 10.9 12.3（12.0） 26
地域海岸10 4.3 ～ 10.7 12.2 24
地域海岸11 4.9 ～ 10.1 12.0 23
地域海岸12 4.2 ～ 8.0 9.0 28
地域海岸13 5.5 ～ 7.3 8.7 25
地域海岸14 5.2 ～ 6.9 7.4 22
地域海岸15 4.1 ～ 6.9 8.1 20
地域海岸16 4.4 ～ 7.8 8.4 17

※ （ ）内の数値は崖部でかつ背後に家屋等が無い箇所を除いた値。

※ この結果は、現在の知見を基に津波の計算を行ったものであり、想定より大きな津波が襲来し、津波の水位・遡上高が大
きくなったり、影響開始時間が早くなったりする可能性がある。
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浸水範囲

東北地方太平洋沖地震津波

による浸水範囲
地域海岸の設定

沿岸境

岬状の地形

港湾の沖防波堤

岬状の地形

岬状の地形

鹿島港

鹿島港

岬状の地形

岬状の地形

岬状の地形

沿岸境

沿岸境

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

茨城沿岸の地形等
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延宝房総沖
地震

東北地方太
平洋沖地震

H23想定地震 元禄地震
明治三陸
タイプ地震

チリ地震
（1960）

地域海岸１ 平潟海岸 ～ 五浦海岸 6.9 7.8 10.7 1.7 2.0 2.4
地域海岸２ 大津漁港海岸 ～ 神岡上海岸 7.0 6.1 10.1 1.3 1.5 1.8

地域海岸６ 川尻港海岸 ～ 日高漁港海岸 6.1 5.6 9.0 1.5 1.2 1.8

※ 上表の津波高さは、潮位条件T.P+0mに合わせた場合（既往津波の発生時の潮位ではない）のシミュレーション値（痕跡値ではない）
であり、各地域海岸における最大の値。ただし、崖部で、かつ背後に家屋等が無い箇所の値は除く。

川尻海岸

上釜海岸

～

3.1 1.3 1.7

石滝海岸

鹿島港

常陸那珂港区 磯崎漁港海岸

～

～

～

4.9

1.4 2.0

6.4

5.9 5.2

7.1 5.4 10.9 1.7

地域海岸１２

地域海岸１０

地域海岸１６

地域海岸１５

地域海岸１４

地域海岸１３

地域海岸７

地域海岸４

地域海岸３

地域海岸５

～

～

～

地域海岸８

地域海岸１１

地域海岸９

波崎漁港海岸

磯崎漁港海岸

～ 多賀海岸

大洗港海岸

～

成田海岸

上幡木海岸

大小志崎海岸

豊岡海岸

日高漁港海岸

多賀海岸

久慈漁港海岸

大洗港海岸

日川海岸

小野矢指海岸

水木漁港海岸

高浜海岸

～

～

下津海岸

～

磯原海岸

赤浜海岸

地域海岸 海岸名
最大クラスの津波の津波群

6.0 7.0 7.7

6.3 7.4

6.7 6.1 8.0

6.2

7.1 6.4 10.6

6.5 5.7 10.3

10.0

5.6 9.4

4.6 6.1 7.3

4.9 6.1 6.6

4.4 6.2 6.4

6.3 5.9

4.8 7.1 6.9

（参考）比較的発生頻度が高い津波の津波群

1.3 1.7 1.8

1.3 1.5 2.0

1.4 1.7 2.2

1.8 1.3 1.8

2.1 1.4 2.3

1.8 1.2 2.4

2.6 1.2 2.2

1.8 1.3 2.5

2.0 1.5 2.3

2.0 1.5 2.1

2.8 1.6 2.3

北茨城市

高萩市

日立市

東海村

ひたちなか市

大洗町

鉾田市

鹿嶋市

神栖市

水戸市

海岸線における津波の高さ（単位：T.P.+m） ※対象津波群の中から２つの最大クラスの津波を選定
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地域海岸1

0

3

6

9

12

15

1500 1600 1700 1800 1900 2000 2100

年(西暦)

津
波
高
T
.P
.(
m
)

869

0

2011東北地方太平洋沖地震（中防） ④

869貞観地震

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0） ④

明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

1933昭和三陸地震（M8.1） ①

1960チリ地震（M8.5） ②

2010チリ地震（M8.8）

1960チリ地震

最大クラスの津波の
対象群

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

地域海岸1 （北茨城市 平潟～北茨城市五浦）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

神栖市

地域海岸1

H23想定地震

(内閣府)

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

きたいばらきし きたいばらきしひらかた いづら

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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地域海岸2

0

3

6

9

12

15

1500 1600 1700 1800 1900 2000 2100

年(西暦)

津
波
高
T
.P
.(
m
)

作業時点における計画天端高(6.3m)

0

869貞観地震

1703元禄地震

869

1960チリ地震（M8.5）

1989三陸はるか沖地震

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0） ④

延宝房総沖地震（H19想定） ③

検潮記録の最大全振幅

2010チリ地震（M8.8）

明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

2040 2040

1933昭和三陸地震（M8.1） ①

2011東北地方太平洋沖地震(中防) ②

1960チリ地震

最大クラスの
津波の対象群

地域海岸2 （北茨城市 大津～北茨城市神岡上）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

神栖市

地域海岸2

H23想定地震

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

きたいばらきし きたいばらきしおおつ かみおかかみ

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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0

3

6

9

12

15

1500 1600 1700 1800 1900 2000 2100

年(西暦)

津
波
高
T
.P
.(
m
)

作業時点における計画天端高(6.5m)

0

869貞観地震

2040869

1703元禄地震
1960チリ地震（M8.5）

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0） ④

延宝房総沖地震（H19想定） ③

2010チリ地震（M8.8）

明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

1933昭和三陸地震（M8.1） ①

2011東北地方太平洋沖地震（中防） ④

2040

1960チリ地震②

最大クラスの
津波の対象群

地域海岸3 （北茨城市 磯原～北茨城市小野矢指）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸3

神栖市

H23想定地震

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

きたいばらきし きたいばらきしいそはら おのやさし

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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地域海岸4
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作業時点における計画天端高(6.0m)

0

869貞観地震

2040869

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震
明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0） ④

1933昭和三陸地震（M8.1） ①
1960チリ地震（M8.5）

2010チリ地震（M8.8）

2011東北地方太平洋沖地震（中防） ④

2040

1960チリ地震

地域海岸4 （高萩市 赤浜～高萩市高浜）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸4

神栖市

H23想定地震

最大クラスの
津波の対象群

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

たかはぎし たかはぎしあかはま たかはま

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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地域海岸5
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作業時点における計画天端高(6.0m)

0

869貞観地震

2040869

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震

明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

1933昭和三陸地震（M8.1） ①

1960チリ地震（M8.5）

2010チリ地震（M8.8）

2011東北地方太平洋沖地震(中防)

2040

1960チリ地震

地域海岸5 （高萩市 石滝～日立市川尻）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸5

神栖市

H23想定地震

最大クラスの
津波の対象群

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

たかはぎし いしたき ひたちし かわじり

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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作業時点における計画天端高(5.0m)

0

869貞観地震

2040869

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震
明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0） ④

1933昭和三陸地震（M8.1） ①

1960チリ地震（M8.5）
2010チリ地震（M8.8）

2011東北地方太平洋沖地震（中防） ④

1960チリ地震

地域海岸6 （日立市 川尻港～日立市田尻）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸6

神栖市

H23想定地震
最大クラスの
津波の対象群

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

ひたちしひたちし かわじりこう たじり

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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作業時点における計画天端高(5.0m)

0

869貞観地震

2040869

1969北海道東方沖地震（M7.8）

1960チリ地震（M8.5）

検潮記録の最大全振幅

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震
明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

2010チリ地震（M8.8）

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0） ④

1933昭和三陸地震（M8.1） ①

2011東北地方太平洋沖地震（中防） ④

1982茨城県沖地震（M7.0）
1981年宮城県沖の地震（M7.0）

1972八丈島東方沖地震
1960チリ地震

地域海岸7 （日立市 日高漁港～日立市成沢）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸7

神栖市

H23想定地震

最大クラスの
津波の対象群

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

ひたちしひたちし ひだかぎょこう なるさわ

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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0

869貞観地震

2040
869

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震 明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0）

1933昭和三陸地震（M8.1） ①

1960チリ地震（M8.5）

2010チリ地震（M8.8）

2011東北地方太平洋沖地震（中防） ④

1960チリ地震

地域海岸8 （日立市 多賀～日立市水木）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸8

神栖市

H23想定地震最大クラスの
津波の対象群

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

ひたちしひたちし たが みずき

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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0

869貞観地震

2040
869

1978年宮城県沖の地震（M7.4）

1989年11月三陸はるか沖地震（M7.1）

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震
明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

1960チリ地震（M8.5）

1933昭和三陸地震（M8.1） ① 2010チリ地震（M8.8）

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0） ④

2011東北地方太平洋沖地震（中防） ④

検潮記録の最大全振幅

1960チリ地震

地域海岸9 （日立市 久慈漁港海岸～東海村東海港）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸9

神栖市

H23想定地震最大クラスの
津波の対象群

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

ひたちし くじぎょこうかいがん とうかいむら とうかいこう

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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0

869貞観地震

2040869

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震

明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

1933昭和三陸地震（M8.1） ①
1960チリ地震（M8.5）

2010チリ地震（M8.8）

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0） ④

2011東北地方太平洋沖地震（中防）

1960チリ地震

地域海岸10 （東海村 豊岡～ひたちなか市磯崎漁港）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸10

神栖市

H23想定地震

最大クラスの
津波の対象群

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

とうかいむら とよおか いそざきぎょこう

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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869貞観地震

2040869

1923大正関東地震（M7.9）

1938福島県東方沖地震(M7.5)

1972八丈島東方沖地震

検潮記録の最大全振幅

1677延宝房総沖地震（M8.0）

2040

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震

明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

1933昭和三陸地震（M8.1） ①

2010チリ地震（M8.8）

1960チリ地震（M8.5）

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0） ④

2011東北地方太平洋沖地震（中防）

1960チリ地震

地域海岸11 （ひたちなか市 磯崎漁港海岸～大洗町磯浜）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸11

H23想定地震

神栖市

最大クラスの
津波の対象群

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

いそざきぎょこうかいがん おおあらいまち いそはま

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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0

869貞観地震

2040869

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0）

1972八丈島東方沖地震

検潮記録の最大全振幅

1677延宝房総沖地震（M8.0）

1994北海道東方沖地震（M8.1）

1994三陸はるか沖地震（M7.5）

1978年宮城県沖の地震（M7.4）

1981年宮城県沖の地震（M7.0）

1982茨城県沖地震（M7.0）
延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震
明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

1933昭和三陸地震（M8.1） ①

1960チリ地震（M8.5）

2010チリ地震（M8.8）

2011東北地方太平洋沖地震（中防）

1960チリ地震

地域海岸12 （大洗町 大洗港～大洗町成田）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸12

H23想定地震

神栖市

最大クラスの
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

おおあらいまち おおあらいまちおおあらいこう なりた

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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0

869貞観地震

2040869

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震 明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0） ④

1933昭和三陸地震（M8.1） ①

1960チリ地震（M8.5）
2010チリ地震（M8.8）

2011東北地方太平洋沖地震（中防） ④

1960チリ地震

地域海岸13 （鉾田市 上釜～鉾田市上幡木）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸13

H23想定地震

神栖市

最大クラスの
津波の対象群

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し (内閣府)

ほこたし ほこたしかみがま かみはたき

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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0

869貞観地震

2040869 2040

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震
明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

1933昭和三陸地震（M8.1） ①

1960チリ地震（M8.5）

2010チリ地震（M8.8）

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0） ④

2011東北地方太平洋沖地震（中防） ④

1960チリ地震

地域海岸14 （鹿嶋市 大小志崎～鹿嶋市下津）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸14

H23想定地震

神栖市

最大クラスの
津波の対象群

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

かしまし かしましだいしょうしざき おりつ

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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2040869

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0）

検潮記録の最大全振幅

1992三陸はるか沖地震（M6.9）

1978年宮城県沖の地震（M7.4）
1982茨城県沖地震（M7.0）

2040

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震
明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

1933昭和三陸地震（M8.1） ①

1960チリ地震（M8.5）

2010チリ地震（M8.8）

2011東北地方太平洋沖地震（中防）

1960チリ地震

地域海岸15 （鹿嶋市 平井～神栖市日川）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸15

H23想定地震

神栖市

最大クラスの
津波の対象群

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

(内閣府)

かしまし ひらい かみすし にっかわ

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える
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869貞観地震

2040869

検潮記録の最大全振幅

延宝房総沖地震（H19想定） ③

1703元禄地震

2011東北地方太平洋沖地震（M9.0） ④

明治三陸タイプ地震（H19想定）
③

1960チリ地震（M8.5）

1933昭和三陸地震（M8.1） ①
2010チリ地震（M8.8）

2011東北地方太平洋沖地震（中防） ④

1960チリ地震

地域海岸16 （神栖市 日川～神栖市波崎漁港）

北茨城市
高萩市 日立市

東海村 ひたちなか市 大洗町

鉾田市

鹿島市

地域海岸16

H23想定地震

神栖市

最大クラスの
津波の対象群

実績津波痕跡値

シミュレーション再現値

想定津波の最高水位
（シミュレーション）

津波痕跡記録無し

比較的発生頻度が高い
津波の対象群

(内閣府)

かみすし かみすしにっかわ はざきぎょこう

波源 潮位
延宝房総沖 T.P.+0.70m（※１）
明治三陸タイプ T.P.+0.70m（※１）
H23想定津波 T.P.+0.70m（※１）
東北地方太平洋沖地震 T.P.-0.52m（※2）
貞観地震津波
（行谷2010モデル10）

T.P.+0m

元禄地震津波
（行谷2011）

T.P.+0m

1960年チリ地震津波
（高岡・山本2001モデル）

T.P.+0.25m（※3）

※3 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.25mを差し引いた。
ため、結果に潮位分0.52を加えた。

各シミュレーションの潮位条件

※１ 計算条件を概算的に揃えるため、結果から潮位分0.70mを差し引いた。
※2 2011.3.11 15:00の小名浜、日立、大洗、鹿嶋、銚子漁港の各天文潮位
を平均した潮位（T.P.-0.52m）にて計算し、計算条件を概算的に揃える



＜断層パラメータの設定＞

• すべり量以外の断層パラメータ（断層の上端深さ、長さ、幅、走向、傾斜角、すべり角）は、
平成１９年に茨城県が設定した１６７７年延宝房総沖地震の断層モデルを使用。

• １６７７年延宝房総沖地震の断層モデルの適切性については、福島県から千葉県の痕跡
資料等をもとに、Ｋ値及びκ値※により確認済み。

変動量(ｍ)

１６７７年延宝房総沖地震の断層モデルの
垂直地盤変動量分布

※：津波痕跡高と計算値との空間的な適合度を表す指標。幾何平均Ｋ及び幾何標準偏差κが用いられることが多い（相田、1977）。Ｋとκとが、
0.95≦Ｋ≦1.05、κ≦1.45となることが、一般的には目安とされている（土木学会原子力土木委員会津波評価部会、2002）。

１６７７年延宝房総沖地震の断層モデルの再現性確認
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• 地震調査研究推進本部が発表した「三陸沖から房総沖にかけての地震活動の長期評
価（平成２３年１１月２５日）」の三陸沖から房総沖の海溝寄りの地震の規模（Ｍｔ８．６～９
．０）となるよう調整。

• 具体的には、平成１９年の１６７７年延宝房総沖地震の断層モデルのすべり量を調整し、
Ｍｔ８．８（８．６～９．０の中間値）となるよう、次式（Abe（1981））を用いて調整（その結果、
下表の平均すべり量の約１．５倍に設定）。

＜すべり量の設定＞

１６７７年延宝房総沖地震の断層モデルのすべり量（平成１９年、茨城県）

津波マグニチュードMt＝logH2+logＲ+5.55（H2:最大振幅(m)、R：津波伝播距離(km)）

断層パラメータ 延宝房総沖地震

モーメントマグニチュード Mw 8.29

要素断層数 972

断層面積 S（km2） 26,117.5

平均すべり量

D（m）

深さ 0～10km 3.204

深さ 10～16km 3.24

深さ 16～32km 3.36

深さ 32km 3.96
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項 目 内 容

支配方程式と数値計
算法

◆ 非線形長波方程式をLeap-Frog差分法を用いて近似（波源域から沿岸までの伝
播や陸域への浸水）

計算範囲と計算格子
間隔

◆ 計算範囲：次頁のとおり

◆ 格子間隔：以下の計算格子を接続
（波源域から沿岸まで）２１６０ｍ、７２０ｍ、２４０ｍ、１２０ｍ、４０ｍ
（陸 域） １０ｍ（一部河川については５ｍ）

計算時間と計算時間
間隔

◆ 計算時間：３時間

◆ 時間間隔：０．１～０．２秒（全ての計算領域で一定）

対象地形

◆ 被災後地形（地震による地盤沈下を反映したもの）
（陸 域）平成２３年計測ＬＰデータ
（海 域）深浅測量データに沈下を考慮
（県 管 理 河 川）平成１７年度調査結果に沈下を考慮
（国 管 理 河 川）最新の測量結果を基に地形データを作成

粗度 ◆ 平成１８年国土数値情報を用いて、土地利用状況に応じた係数を設定

先端条件
（陸域への浸水計算）

◆ 水深１０－２ｍ
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領域名 メッシュサイズ

沖合領域 2160m

大領域 720m

中領域 240m

小領域 120m

沿岸部領域 40m

詳細領域 10m

（詳細領域※） （ 5m）
※一部の二級河川周辺については 5m メッシュ
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○茨城沿岸津波対策検討委員会

氏名 所 属 ・ 役 職

委員長 三村 信男 茨城大学 教授

委員 宇多 高明 日本大学 客員教授

委員 佐竹 健治 東京大学地震研究所地震火山情報センター長

委員 諏訪 義雄 国交省国土技術政策総合研究所海岸研究室長

委員 武若 聡 筑波大学大学院 教授

委員 藤間 功司 防衛大学校 教授

○茨城沿岸津波対策連絡会議

開催 ３回開催 （平成２４年１月、４月、８月）

構成

国（４事務所） 副所長

県庁（７課） 課長

県出先機関（１２事務所） 所長

沿岸市町村（１０市町村） 部長

その他機関（１機関） 副所長

開催： 計４回 （平成２３年１２月、平成２４年２月、３月、８月）


